
 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日  時 平成 29 年 11 月 20 日（月）14:00～16:30（13:30 受付開始） 

会  場 名古屋商工会議所 ２階ホール 

（名古屋市中区栄2-10-19 名古屋商工会議所ビル） 

 http://www.nagoya-cci.or.jp/meisho/soshiki_access.html 

 

【交通】地下鉄伏見駅（東山線・鶴舞線）下車 

5 番出口より南へ徒歩 5分 

 

 

 

 

 

主  催 中部経済産業局 

共  催 名古屋商工会議所、環境パートナーシップ・CLUB(EPOC) 

協  力 名古屋大学ナショナルコンポジットセンター、近畿経済産業局 

プログラム 14:00-14:05 開会挨拶 中部経済産業局 環境・リサイクル課 

14:05-14:45 岐阜大学 シニア教授 守富 寛 氏 

「炭素繊維リサイクル技術の現状（仮）」 

14:45-15:25 株式会社カドコーポレーション 代表取締役社長 倉谷 泰成 氏 

             「リサイクルカーボンの世界状況」 

15:25-15:35 休憩 

15:35-16:15 ELG ジャパン 社長 ハンス スピース 氏 

             「ELG カーボン及びアプリケーションのご紹介」 

16:15-16:30 質疑応答 

※当日の都合により、変更となる場合がございます。予めご了承ください。 

参加費 無料・申し込み必要 

定  員 150 名（先着順） 定員に達し次第、締め切ります。 

申込方法 裏面参加申込書にご記入の上、メール又は FAX にてお申し込みください。 

（定員に達した場合、早期に終了させていただきます。） 

締  切 平成 29 年 11 月 13 日（月）17時まで 

平成29年度 

中部地域における CFRP リサイクル構築に向けた動静脈の取組について 

中部地域は、自動車や航空機をはじめとしたものづくり企業（動脈産業）と高度な環境対策技術を有する企業群（静

脈産業）とが集積し強みとなっている中、産業分野における資源循環の取組みは今後益々重要と捉えられます。 

本セミナーでは、岐阜大学の守富シニア教授から炭素繊維リサイクル技術の現状についてご説明いただいたのち、先進的な

CFRP リサイクルに取り組んでいる事例を、企業からわかりやすく説明していただきます。 

参加ご希望の方は、参加申込書を 11 月 13 日（月）までに、公益財団法人国際環境技術移転センター（ICETT）

まで、メール又は FAX にてお申し込みください。 

 CFRP リサイクルセミナー 

お問合せ（事務局） 
公益財団法人国際環境技術移転センター（ICETT）地球環境部 事業企画課 水谷・佐藤 

TEL：059-329-3500    FAX：059-329-8115  E-mail： webmaster@icett.or.jp  

http://www.nagoya-cci.or.jp/meisho/soshiki_access.html


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

貴社名  

所在地 〒 

参加者１ 
ふりがな 所属・役職  

 E-mail  

参加者２ 
ふりがな 所属・役職  

 E-mail  

参加者３ 
ふりがな 所属・役職  

 E-mail  

TEL  FAX  

URL  

業種 
卸売業・小売業・サービス業・製造業・建築業・運輸業・ 

その他（                                            ） 

本申込書に記載いただいた連絡先に、今後、中部経済産業局又は国際環境技術移転センター

から、イベント・セミナーの案内をお送りしてよろしいでしょうか。 
同意する・同意しない 

ＦＡＸ送付先：059－329－8115 （送付状不要）      公益財団法人国際環境技術移転センター 

E-Mail ： webmaster@icett.or.jp               地球環境部 事業企画課 水谷・佐藤行 

申込締切：平成 29年 11月 13日（月）17時まで 

CFRP リサイクルセミナー 参加申込書 

【講師プロフィール】 

株式会社カドコーポレーション 代表取締役社長 倉谷 泰成 氏 
1973 年生まれ。ヨット先進国ニュージーランドで先端造船技術を学び、世界最高峰のヨットレース・アメリカズカップ 2000 年大会にお
いて、ニッポンチャレンジビルディングチーム ショアチームのボートビルダーとして先端造船技術を会得し、創業に至る。 
株式会社カドコーポレーション（http://www.kado-corporation.com）は、ヨットの建造・修理・販売から始まり、弊社独自
成形技術開発を行い、現在では、オートメーション化に注力し、ロボットやプレス機、溶着装置の装置開発や導入を行い、自動成形の
サポートをしている。 

国立大学法人岐阜大学 シニア教授 守富 寛 氏（https://www1.gifu-u.ac.jp/~morit_ap/） 

1952 年生まれ。1979 年名古屋工業大学大学院工学研究科無機材料工学専攻修士課程修了後、北海道大学大学院工学
研究科合成化学工学専攻博士後期課程入学、1980 年北海道大学工学部付属石炭系資源実験施設助手、1987 年米国オ
ハイオ州立大学化学工学科助手、この間は主に流動層を基礎とした石炭利用技術の開発研究に従事、1988 年通商産業省工業
技術院資源環境技術総合研究所技官として地球温暖化防止策及び本省地球環境技術企画官付のニューサンシャイン推進本部
で石炭液化、石炭ガス化、国際協力などエネルギー関連を担当、1995 年から岐阜大学工学部応用化学科助教授を経て、1999
年に環境エネルギーシステム専攻教授として水銀を含む有害微量金属発生に関わる産業分野の削減技術と炭素繊維リサイクル技術
に従事し、2016 年岐阜大学炭素繊維リサイクル研究センター長、現在に至る。 
研究分野：炭素繊維リサイクル技術、有害微量元素（水銀）、石炭利用技術、廃棄物処理、バイオマスエネルギーなど 

ELG ジャパン 社長 ハンス・スピース 氏 
1988 年オレゴン大学卒。2005 年 ELG Haniel metal 社入社。2007 年 ELG Nippon Stainless Resources 副社長兼
ELG ジャパン社長。 
ELG ジャパン社（http://www.elgcf.com/home）は、世界最大のステンレスリサイクル、貿易、処理会社の日本支社。回
収ステンレス、スパーアロイ、チタン、炭素繊維を取り扱っている。 

※ご記入いただいた情報は、主催機関及び事務局にて適切に管理いたします。 

http://www.kado-corporation.com/
https://www1.gifu-u.ac.jp/~morit_ap/
http://www.elgcf.com/home

